
 

 

 

 

 

  

自分を信じる力 ～１％の可能性を信じた～  

校長 引間 陽子  

 夏休み。私の夏休みの想い出は、心の奥に記憶され、時々表に顔を出し、ふと思い出す。苦い
経験もあったり大したこともない日々もあったりするが、鮮明に覚えている想い出もある。長野
の田舎に家族で里帰りした際に、お盆のお墓参りに出かけたことは大好きな想い出である。親戚
総出で列をなし、大人に混じり、私を含め幼いメンバーが道中の草花を採取し合い、お墓に到着
するとその花を供えるのだが、密かに草花のランクを決めて競う遊びを楽しんでいたことを思い
出す。ワクワクした瞬間を味わったのだ。また、印象深い想い出は、小学校５年生の時に登頂し
た富士山である。伯母の勤め先である大学の企画で、私の家族と小６のいとこの家族と共に参加
し、チャレンジした富士山の登山である。１５人くらいのチームの中に、小学生は私といとこの
２人のみ。夜中の出発や登るごとに薄くなる空気、歩けど歩けど着かない頂上、下山の怖さ等、 
様々な経験を味わっただけに、７合目付近の御来光や登頂後の雲海の世界は、感動と感激の気持
ちでいっぱいになったことを強く覚えている。さて、本校の子どもたちはどんな夏休みだったか
しらと聞きたくなる。「さてさて、いかがだったでしょう。」 
  
 今年の夏は、パリのオリンピック、パラリンピックの開催 
となった。現在は、前半のオリンピックが終了し、後半のパ 
ラリンピックが始まろうとしているところである。 
 どの競技にも応援に力が入ったり感動したりしているが、 
中でも、活躍が光ることで注目を浴びる種目の面白さや難し 
さを知り、活躍に目を見張る。その一つに、スケートボード 
が挙がる。堀米雄斗選手が苦労の末、前回の東京オリンピッ 
クに続き、見事金メダルを取られた。その際のコメントにも 
心を鷲掴みにされた。「本当にここまで来るのに、本当に諦 
めたこともあった」と、オリンピック前最後の予選で１位に 
なってもオリンピックに出場できない可能性もあったことに 
触れ、「本当に少しの可能性、１％ぐらいの可能性だと思うん 
ですけど、その１％を最後まで信じて、このオリンピックで 
もやってこれて、それが本当に最後に実って嬉しいです。」と喜びをかみしめた。“逆転の堀米” 
と聞かれると、「自分では、この逆転を狙ってはいないんですけど、本当は、できれば、早めに
のって優勝を決めたいんですけど、最後に逆転できて本当に嬉しいです。」と笑顔で話した。 
自分を信じる力に心底感動した。苦労の中、１％を信じ続けたこと。自分を信じる力、心の強

さに、感動した。私も見習いたいと感じた。 
                        
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

８・９月号 令和６年８月２８日 第５号 

さいたま市立指扇小学校 

〒331-0078 

さいたま市西区西大宮１丁目 49－6 

電話 048-623-0133 FAX048-624-2200 

【児童数】男子 425 名女子 450 名計 875 名

男子 441名女子 424名計 865名 

教育目標 やり抜く子の育成 

  かしこく やさしく たくましく あたたかく 

 

さいたま市ストップいじめ！子どもサミット 

 

 

 

 

 

 

 

指扇まつり 吹奏楽部の演奏  

本校、代表委員会の委員長も参加。立派な態度でした。 

練習の成果を発揮。 

かっこよい演奏でした。 

例年になく、この夏は猛暑、ゲリラ雷雨といった 
異常気象の日々が続きました。未だ、暑さは引っ 
込まない中、いよいよ２学期が始業。 
安全を最優先し、安心して学校生活がスムー 

ズにできるよう、指扇チーム一丸となって教育活 
動を進めて参ります。引き続き、保護者の皆様、 
地域の皆様、御支援、御協力をよろしくお願いい 
たします。 


